
学 会 記 事 37 7

1 5 過以降 に 強制入院と 同程度 の 増加がみ られた .

最後 に
,
人格障害 な し/ 任意入院群

,
人格障害 な

し/ 強制入院群
,
人格障害あり/ 任意入院群

,
人格

障害あり/ 強制 入院群の 4 群を設定 して B M I 増

加率の 推移を比較した . そ の 結果人格障害な しの

群 で は 6 週時点 で人格障害ありの 群に比較 して 明

ら か な増加が み られた . 人格障害な し/ 強制入 院

群 で は 1 5 週まで にさ らに著明な増加が み られた .

これに対し任意入院群 で は 6 過以降, 人格障害の

有無 に関係 なく緩徐だが着実 な増加 がみ られた .

B M I 増加の 最 も遅れる の は人格障害あり/ 強制入

院群 であ っ た が
,
こ の 群の 増加率をみ て も 1 5 過

以降に他の 群 に追 い つ く期間が認め られた . 以上

の 結果 か ら人格障害の 有無と入院形態 は B M I 増

加率の 推移に対 して独立 に
, 異なる時点 で影響す

る因子であると考え られた. 入院治療で最大の 成

果を挙げる には
, 治療意欲

,
病型

,
人格障害の 合

併などの要因を考慮 した個別的な治療計画を考 え

る必要がある .

44 　視覚誘発電位における導出部位別波形の研究
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【は じめ に】

健常成人 ､ 健常老人 ､ 血管性痴呆 ( 以下 V D )
,
ア

ル ツ ハ イ マ
ー 型痴呆 ( 以下 D A T) に お い て , 過

常は視覚誘発電位 の頂点潜時は後頭葉の みで測定

される もの を前頭部 , 中心 部 ､ 後頭部各導 出部位

に お い て も測定 し
, 加齢変化及び v D と D A T の

差異 に つ い て 検討を した .

【対象と方法】

対象は予め検査に つ い て 同意を得 た健常ボ ラ ン

テ ィ ア と 当院受診 中の 患者計 7 0 名 で 内訳 は健常

成人 1 6 名
, 健常老人 1 7 名

,
V D と診断 された 2 7

名
,
D A T と診断された 2 0 名で ある .

検査方法 は
,
視覚刺激に赤色 L E D ( Lig bt e m i ト

t e d di o d e) ゴ ー

グ ル を使用 した 閃光刺激を用 い
,

各導出部位に つ い て頂点潜時を測定 し, 前頭部と

中心部に お い て は
,
N 13 0 と P 1 9 0 を同定 し , 後頭

部 に つ い て は P 3 ( P I O O) を同定 し た . 有意差 に

つ い ては ウ ェ ル チ の t 検定を行 っ た .

【結果】

1) 前頭部 ･

中心部の N 1 3 0 ･ P 1 9 0 : 健常成人

に比 し健常老人で は有意な延長 がみ られた . し か

し健常老人に比 し V D で は有意差な し
,
D A T で は

短縮が認め られた .

2) 後頭部の P 3 ( P I O O) : 健常成人に比 し健常

老人
,
V I)

,
D A T で有意な延長が認め られた . V D

と D År と の 差は認められなか っ た .

【考察】

前頭部 ･ 中心 部の N 1 30 ･ P 1 9 0
,
後頭部 の P 3

( P I O O) 全て で , 健常成人 に比 し僚常老人 で有意

な延長がみ られ た.
こ れは加齢変化に よると考 え

られ
, 従来の 研究で も後頭部の P 3 ( P I O O) で 指

摘 されて い た が
,
前頭部 ･ 中心部の N 1 3 0 I P 1 9 0

で も同様 の結果が得られた .

V D と D A T の 変化 に つ い て は
, 後頭 部の P 3

(P I O O) の 変化 は従来の 研究結果と 一 致 した .
こ

れは Ⅵ) で は血管支配領域に
一 致して 皮質構築が

破壊さ れ
,
神 経回路 の 遮 断 な どの 影 響と さ れ ,

D A T で は ア セ チ ル コ リ ン の 低 下に伴 い 頂 点潜暗

が延長する とされて い る .

一 方前頭部 ･

中心部の N 1 3 0 ･ P 1 9 0 の 変化 に

つ い て は
, 従来は, 精神遅滞児にお い て ,

N 13 0 と

P 1 9 0 の 延長が 指摘され
,
正常児で も発育上髄鞘

形成が他の 部位より前頭野で 遅 い 為
,
成熟完了の

時期に伴い 頂点潜暗が短縮する と されて い る. 今

回の 結果では健常老人と Ⅵ)
,
D A T と の 比較 で は

,

後頭 部の P 3 ( P I O O ) の よ う に 延長 はみ ら れず
,

反対に短縮する傾向が認め られた . 視覚誘発電位

の起源は後頭葉の 視覚中枢 で あり
,
従来

,
頭皮上

の 経時的変化 で は後頭部に 陽性焦点が 出現 しその

後前方に 移動 し頭頂部 で最大に なると され
,
D År

で は こ の 陽性焦点の 移動 の局在化 ･ 渋滞化が指摘

されて い る . 今回の 結果 も
,
D A r で は前頭葉

,
側

頭葉の 皮質神経細胞の 脱落に よりその 詳細 な機序
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はイ( 明だが
,
導出された遠位の 電位は健常例と比

較 して 噴点瀞時の 短縮と表現 される と考えた .

5 逆説性うつ 病を呈した臓器移植 ドナ
ー の 2 例
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【は じ め に】 胃移柚に お い て移植が順 調に 行 っ

て い る にもか か わらず術後に レ シ ピ エ ン トが抑う

つ 状態を呈する病態を春木は逆説件う つ 縞と名づ

けたが
,
福神ら により レ シ ピ エ ン トばか りで なく

胃 柳 ､直ドナ ー にも起 こ り うる こ とが報告されて い

る . 新潟大学 で は生休腎移植および生体肝移植に

際 し精神不= 哀が レ シ ピ エ ン ト ( R) 及び ドナ
ー

( D ) の 全例 に 対 し移jl郎(J 彼の 精神的現在綻を評

価 しケ ア に問わっ て い る が ,
｢ 逆説性 う つ 柄+ と

思 われる肝移植 D の 1 例 ,
および腎移植 D の 1

例を経験 したの で 報告する .

〔耐刈 1〕 5 4 歳女性 . 肝硬変の 弟へ の 生休肝移植

D を自ら希f.
Ji し た. 術前面接で は不安や抑 う つ 症

状 はなく移締に対して意欲的で あ っ た. 術前心理

検査で は
,
自己の 意識 して い る心理状態を表す自

己記人式心理検査で は術前の 不安は少なく,
ス ト

レ ス 状況に 対 し て バ ラ ン ス の取れた対処をする と

い う結栄 で あ っ た . し か し比較的深 い 心理を招影

する統合型 H T P か ら は貧困な心 的状態 と自分の

身体に対する著し い 不安と抑圧が推察 された . 帆

後経過は
,
R
,
D ともに 身体的に は順調だ っ た が,

術後 7 日巨は り D に抑 う つ 症 状が 出現 し た . 特

定 不能 ♂) う つ 病性 障害 の 診 断 で リ ル マ ザ ホ ン

1 m g を投与 し支持的に 抜 し た. ｢ これ で私の 待割

は果た した . で も予想以上に 狼後が 辛か っ た .+ と

述べ
,
抑う つ 刑大の 発現 に は荷 おろ し状況と予期

した以上の 身体的苦痛の 関与が 考え られた.

〔柾桝 2〕 4 8 歳外国籍の 女性. 日本人の 夫 へ の 生

体胃不卵由 D を自ら希望 し た . 術前面接 で は極鮮

度の 不安が認め られただ けで あ っ た. 恥後揮過で

は
,
R
,
D ともに と も身体的に は順調だ っ た が, 千

術 2 日後より D に 頭痛 ,
不安

,
抑う つ 気分がLu 現

した . ｢腎提flf;･ により家族の
一

員と して 認めて も

ら い たか っ たの に.+ と述 べ
,
耐後に 家族関係の 改

善を期待 したが裏切ら れた思 い を廉く訴え た . 衣

族内葛藤が抑う つ 症状の 発現に 関 与して い ると ,

L
i
7
1

われた. 特定不能の うつ 病性障害の 診断 で ア ミト

リ プチリ ン 2 0 m g を指与 し徐 々 に 症状 は軽快し

た .

【考察】 これ ら D の 2 例 は逆説性う つ 病と 考え

られる . 抑う つ 症状 の 発現に は荷お ろ し釈汎 身

体的苦痛
,
家族的背景との 関連 が推察 された . R

ばか りで なく D にも起 こりうる こ と
,
腎移植ば

か り で なく肝移植 で も起 こ り うる こ と が 示 され

た .
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ア ス ペ ル ガ
一

障害は古くか ら提唱されて い る概

念で ある が
,
脚光を浴びるよ うに な っ たの は ごく

最近の こと である . ア ス ペ ル ガ 1 ,
I

-E
l

ii 害に は他 者と

関わりた い気持ち がある もの の 相 手の 感情や状況

を配慮 で きず一一j7
A

杓な関係 し か 築けな い ため に孤

立 しやすく ,
また強 い こ だわりの ため に集LiTj 生浦

の ペ ー ス に の れな い と い っ た特徴がある . こ の よ

う な対人関係 ･ 社会件の 障害を抱 える患者たちが

イ(安 ･ 抑う つ , 被害関係念巌,
異ブJ , 不登校な ど

の さま ぎま な不適応症状を呈 して精神科外来を受

診する場合が巌迩増 え て い る . し か しア ス ペ ル カ

ー 障害に 対する治療法は今の と ころ確立 されて い

な い . 時間の 限られた一
一 般外来の 中で彼ら に 援肋

で き る こと をある症例を適 して 考え て み た.

柾例は根毛や
=f - 洗 い 強迫をj : .訴と してi

,

)] 諺 した

小学 1 咋♂) 女子,
A 子 で ある . A 子は言葉や発達

の 遅わを指摘 された こと は なか っ たが ,
幼少捌か

ら友人と遊 べ ず ,
こ だわ りが強 いrTJi が あ っ た . 小

学 6 1F 一 頃 より枝毛や 手洗 い が頻回となり,
こ だわ

りの た めに 学校や家族の ペ
-

ス に つ い て い けなく


